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2019年10月4日  盛り上がるラグビーW杯の『経済効果』に期待 
2019年17月1日 共働き世帯の増加で『白物家電』が好調 

人気高まる植物由来の『代替肉』 
『代替肉』の開発が進んでいます。背景には人口増による食糧不足や食品ロス、地球温暖化等による食糧危

機といった社会的課題や、菜食主義、栄養不足といった健康問題などがあげられます。これらの問題への取り組

みは国連で採択された“持続可能な開発目標（SDGs）”にも通じます。日本では最近、植物工場産レタス

をよく見ますが、欧米では植物由来の『代替肉』が注目されており、今後、日本でも需要拡大が見込まれます。     

 2015年の国連サミットで採択された“持続可能な開発目標（SDGs）”の広がりによって、飢餓をなくす、海

洋資源の保全、陸上資源の保全、など17の目標に多くの国や企業が取り組んでいます。これらはフードテック

や『代替肉』の開発・需要拡大の追い風になると言えます。 

 日本では、食品が大量に消費されるコンビニ向けや、来年の東京オリンピック・パラリンピックなどにかかるインバ

ウンド需要の拡大に向けて、多様化する「食」の価値観に対応できる、これまでにない製品として『代替肉』の

需要拡大が見込まれ、関連企業の取り組みが注目されます。 

植物由来の『代替肉』とは 
食品ロスの問題や健康問題などに向けて開発 

 国連によれば世界の人口は2050年までにほぼ100億

人に達する見込みで、世界的な食糧・栄養不足が懸念

されています。また、中間所得層の増加によって食肉需

要が高まり、従来の畜産では供給が追いつかない懸念が

あります。畜産には大量の水や飼料等が必要なため、環

境への負荷が高い点も懸念されています。 

 植物由来の『代替肉』は、主に大豆などの植物に熱や圧

力を加えて作るため、従来の畜産物の問題点を解決し、

環境保護などへの懸念にも対応することができます。 

 現在の『代替肉』は主に、大豆など植物由来の『代替肉』と、動物の細胞を培養する「培養肉」があります。

「培養肉」については米国で監督当局が規制を整備している段階です。一方、植物由来の『代替肉』は既に

販売されており、ハンバーガーやフライドチキン、ソーセージなどに利用され、米大手ファストフードでは『代替肉』

を使ったメニューを開発しています。一部では10年後にその市場規模は世界で10兆円を超えると期待されて

います。 

 欧米では動物愛護や宗教などから菜食主義が広がっていることや、環境問題への意識が高く環境への負荷が

高い畜産物を消費しない人もいることから『代替肉』の需要は高いと言えます。日本でも健康志向の高まりや、

共働きの増加等を背景に拡大する「中食」に向けた新たな製品として、需要の拡大が期待されます。 

食糧不足、栄養不足など 
社会的課題や健康問題に対応 

“持続可能な開発目標（SDGs）”は『代替肉』に追い風 
日本ではコンビニ向けやインバウンド需要に期待 

https://www.smam-jp.com/market/report/keyword/japan/key191004jp.html
https://www.smam-jp.com/market/report/keyword/japan/key190701jp.html

